
４
月
12
日
か
ら
村
内
に
お

い
て
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力

隊
」
と
し
て
、
黒
須
祐
貴

く

ろ

す

ゆ

　

き

さ

ん
（
千
葉
県
松
戸
市
出
身
）

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
協
力
隊
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
事
業
で
、
都
会
に

住
む
若
い
人
を
山
村
に
１
年

間
派
遣
し
、
農
林
業
や
村
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
も

ら
お
う
と
平
成
３
年
度
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

黒
須
さ
ん
は
、
来
年
３
月

ま
で
振
興
公
社
や
「
宿
泊
体

験
館
き
こ
り
」、
特
養
「
い
い

た
て
ホ
ー
ム
」
な
ど
の
施
設

を
は
じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

や
農
作
業
の
お
手
伝
い
を
す

る
予
定
で
す
。

県
内
で
は
、
飯
舘
村
の
他

に
滝
根
町
と
舘
岩
村
、
塙
町

で
も
協
力
隊
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

優
し
い
笑
顔
が
印
象
的
な

黒
須
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

Ｑ．

協
力
隊
と
し
て
活
動

し
よ
う
と
し
た
動
機
は
？

―
自
然
の
あ
る
生
活
が
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
自
然
や

風
習
を
肌
で
感
じ
、
体
験
し
、

そ
こ
か
ら
何
か
を
得
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ．

飯
舘
村
を
選
ん
だ
理
由

は
？―

色
々
あ
り
ま
す
が
、
一

番
大
き
な
理
由
は
、
福
祉
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
私
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
以

前
か
ら
福
祉
の
仕
事
を
し
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ．

飯
舘
村
の
印
象
は
？

―
土
地
が
広
い
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
村
の
み
な
さ
ん
が

と
て
も
和
や
か
な
こ
と
で
す
。

Ｑ．

村
民
の
皆
さ
ん
へ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

―
ま
だ
慣
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
多
く
の
活
動
を
通

し
て
皆
さ
ん
と
交
流
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
見
か

け
た
時
は
気
軽
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

４
月
13
日
、「
や
す
ら
ぎ
」

に
お
い
て
、
村
環
境
衛
生
推

進
委
員
会
の
総
会
が
開
催
さ

れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画
等

を
話
し
合
い
、
会
長
に
は
田

中
政
秋
さ
ん
（
八
木
沢
・
芦

原
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
前
に
は
ク
リ

ア
セ
ン
タ
ー
の
視
察
が
行
わ

れ
、
セ
ン
タ
ー
の
係
員
に
案

内
さ
れ
な
が
ら
ゴ
ミ
の
焼
却

施
設
や
埋
め
立
て
地
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

14

４
月
15
日
、
山
火
事
防
止

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
山
火

事
が
多
く
発
生
す
る
こ
の
時

期
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
相
馬
地
方
広

域
消
防
職
員
や
村
消
防
団
、

相
双
農
林
事
務
所
、
村
森
林

組
合
な
ど
の
関
係
者
ら
が
、

「
山
火
事
注
意
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
の
貼
ら
れ
た
９
台
の
自

動
車
で
村
内
全
域
を
パ
レ
ー

ド
、
山
火
事
防
止
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
村

の
森
林
火
災
は
１
件
で
す
。

（
４
月
27
日
現
在
）

４
月
20
日
、
飯
舘
村
防
霜

対
策
会
議
が
村
役
場
で
開
か

れ
、
防
霜
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
設
置
期
間
は

５
月
31
日
ま
で
で
す
。

本
部
は
、
役
場
、
Ｊ
Ａ
そ

う
ま
、
村
農
業
委
員
会
な
ど

関
係
機
関
で
構
成
さ
れ
、
霜

注
意
報
が
出
さ
れ
た
際
の
サ

イ
レ
ン
警
報
（
午
後
５
時
30

分
に
一
分
間
）
の
方
法
や
、

防
霜
用
資
材
の
あ
っ
せ
ん
、

技
術
指
導
の
周
知
徹
底
な
ど

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

氏　　　名 行政区

氏　　　名 年　齢 行政区

寄り道 寄り道 寄り道 
ちょっ

と 

村
の
う
ご
き

村
の
う
ご
き 

村
の
う
ご
き 

村のうごき

▲総会のようす

▲パレードのようす

▲設置された防霜対策本部
▲埋め立て地を見学する委員

（敬称略）

行政区
草 野
深 谷
伊 丹 沢
関 沢
小 宮
八木沢・芦原
大 倉
佐 須
宮 内
飯 樋 町
前田・八和木
大久保・外内
上 飯 樋
比 曽
長 泥
蕨 平
関根・松塚
臼 石
前 田
二枚橋・須萱

氏　名
庄　司　六　男
鹿　山　真　広
横　山　菊　子
須　和　正　則
菅　野　一　三
田　中　政　秋
山　下　　　忠
石　川　源　吾
木　幡　保　雄
今　野　征　美
菅　野　幸　蔵
目　黒　欣　兒
志　賀　清　一
中　島　友　子
伊　藤　幸　雄
杉　上　元　一
菅　野　国　男
佐　藤　春　男
高　倉　英　則
大　谷　　　操


